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最初にお伺いしたいのは芳賀さんの活動姿勢について

です。芳賀さんは国際交流協会の会長という多忙な役回りの

他にも様々な地域の活動に携わっているとお聞きしていま

す。しかし地域の活動を行うに当たり、地域の行政に携わる

役場職員でも議員でもない農家を選ばれたのはなぜでしょう

か。

農業という職業を選んだ理由は、できるだけ自由な

時間を確保し社会貢献活動を行いたいと考えていたからで

す。現在の生活パターンも、午前４時ごろに起きて午前９時

ごろまでには大体の仕事を終わらせてしまいます。ですから

その後の時間は全て、何の束縛もなく地域の活動に費やすこ

とができるのです。

ということは、職業を選択される時には、地域への情

熱を既にもっていらっしゃったということでしょうか。多く

の場合、地域クリエーターはなんらかのきっかけによってそ

のような強い思いを持つに至るようですが、芳賀さんがその

ような情熱を感じたのはいつ頃だったのでしょうか。

私の場合、地域への危機感や思いを初めて強く感じ

たのは、戸沢村の外に出てこの村を外から見つめ直したとき

であったと思います。私は17歳～27歳まで村外で学ぶ機会を

得ました。香川県の農村生活学校、東京の神学校、そしてア

メリカへの留学と様々な地域で農業について学びましたが、

その間も故郷である戸沢村には定期的に帰るようにしていま

した。そうすると、村の中では見えなかった故郷の良さ、そ

して多くの長所に気付くことができました。しかし同時に、

戸沢村そのものに、急速に埋没していく農村としての姿をも



見つけてしまうことになったのです。

例えば、既に当時から優秀な若い人たちが村から流出して

いました。もちろん村に優秀な人がいないわけではありませ

ん。しかし戸沢村に限らず多くの農村の若者が都会に出てそ

の文化を形成する一方、農村は急速に廃れていきました。ま

たこの最上地方では冬は雪が深く、夏は最上川がたびたび氾

濫するため、特に農業に対する「あきらめ感」のようなもの

が蔓延していました。そしてそういった農家の暗い背中がま

すます若い人や子供の農家、農村ばなれを加速させていまし

た。

もし私の故郷への漠然とした思いが強い危機感と使命感に

変わった瞬間があるとするならば、おそらく外からこの点に

気付いてしまった時であったと思います。幼少からキリスト

教にふれる機会が多かったため、一時は東京の貧困地域での

宣教活動と地域活動で迷ったこともありました。しかし結局

この地域への強い危機感が現在の道を選択させたのだと思い

ます。

ソンハク村と戸沢村との国際交流において大きな役割

を果たした国際交流協会ですが、会費も時間も労力も全て自

前という独立組織とお聞きしました。多くの場合、補助金を

用いない組織では会員の参加などが滞ってしまう傾向がある

と言われますが、どのような施策で成功に導いたのでしょう

か。

戸沢村の国際交流協会もおっしゃるような問題を常

に抱えていました。そのために私は二つの方向性で会を運営

していました。一つは組織内には圧倒的な優しさの心で臨む

ということ、もう一つは会員に常に期待感を持ってもらうよ

う心がけることです。

第一に心がけたことは、組織内に圧倒的な優しさの心で臨

むことです。おっしゃるとおり一番我々の頭を悩ませたのが、

会費を滞納する、もしくは活動を欠席する会員に対する対応

でした。毎回参加する会員にとって、欠席したり会費を滞納

したりする行動をとる会員は非常に気にかかるらしく、退会

を促される場合も少なくありませんでした。しかし私は、何

事もなく会に参加し活動できる会員よりも、何らかの事情で

活動を欠席せざるを得なかった会員の方がよっぽど苦しんで

いる、と考えます。私は若いときに随分と貧しい環境におり

ましたから会費の３千円という金額が、ある人にとってはと

てつもなく重い意味を持つことがよくわかります。また時間

に対しても同じことが言えます。私は外部に対してはリーダ

ーとしての強い態度で臨み、何かあれば、全ての責任は私一

人でとるつもりでいます。しかし内部に対しては、どのよう

な状態に陥ろうとも率先して会の仲間を心から信頼し、思い

やるよう心がけています。そうすることで、もし会を欠席す

る会員がいても、その行為に腹を立てるのではなく、そうせ

ざるを得なかった会員の状況を思いやれるようになる会員を

増やしていくことができます。これは私のポリシーになって

しまいますが、組織内部の意識や効率性はこういった圧倒的

ともいえる優しさの姿勢で臨むことで改善していくのではな

いでしょうか。

第二に心がけていたのは、会員に常に「その日、その時間、

その場所に行けば何か良い事あるかも」という期待感を持っ

てもらうことです。ただこの期待感は、一つの行動に常に保
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証されているわけではありません。もちろん良いときが多い

にこしたことはありませんが、それほど効果が出ないときも

あります。しかし、会員や参加者には、いつも大きな期待感

を抱いていてもらうことが会員の率先した参加につながりま

す。では、そのためには何が必要となるでしょうか。私は、

そこに会を引っ張るリーダー、クリエーターの役割を見ます。

具体的には組織を引っ張る人間自身が期待感を抱かせる人間

であれば、この「何か良いことあるかも」という期待感が自

然に生まれると考えています。

私の場合、戸沢村での他の地域貢献活動が会の活動に好影

響を及ぼす場合があります。例えば、私が牧場で行っている

子供たちへの体験学習をあげてみましょう。この体験学習は、

なかなか好評で子供たちは本当に楽しそうに参加してくれま

す。そうすると、楽しんで学習した子供の親は私に対しての

ある種の期待感を持つようになるのです。村全体が狭いので、

そういった小さな活動を必ず誰かが見ています。そしてそう

いった実績を積み重なることでその人の信頼や期待感は徐々

に大きくなるのだと思います。

杤尾：これまで数々の施策で活性化を行っていらっしゃいま

すが、今後芳賀さんはどのような戸沢村の未来を目標とされ

るのでしょうか。よろしければお教え下さい。

私はこれまで戸沢村を、若者もお年よりも元気で働

くことができる活気ある豊かな地域にしたいと考えて行動し

てきました。しかし、理屈だけで活気ある地域にすることは

できません。都会は依然として若者にとって魅力的な地域で

あり、また以前私が感じていた農村の「あきらめ感」が完全

に払拭されたわけではありません。

しかし私はこれからも、自分の生き様を示すことで、十分

な収入があり、午後は自由に時間を使いながら田舎で生きる

ことができる、という選択肢があることを伝えていきたいと

考えています。決して、私の歩む人生が最も良いと考えてい

るわけではありません。しかし、農家は決して暗いものでは

なく、明るく楽しいものであることを理解してもらいたいと

思います。そしてもし、やる気と根気のある方が私のような

行き方を目指して、農村で働いてくれるならば、きっと農村

は再び活気を取り戻すはずだと考えています。
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【まとめ】

国際交流という分野において芳賀氏を成功に導いた

のは、芳賀氏自身が歩いた人生によって培われた独特の

リーダー哲学と地域への熱い思いであろう。その哲学で

ある、外への強さ、内への優しさは、自らの生き様を外に

示すことで得られる信頼によって初めて完成する。現在

も芳賀氏は、収入である1,500万円の４分の１を地域貢

献へと投資している。もちろん芳賀氏の生き方が全てで

はない。しかしその生き様を見せ続けることによって、

“農村で豊かに生きる”という選択肢は必ず地域を志す

人財を生み出していくのではないだろうか。


